
アンケートより 

・ 面談のロールプレイを通じて、大切なことと難しさを改めて感じました。仕草、声の

トーン、言葉の使い方等、まだまだこれから学んでいかなければと思いました。より

良い支援を子どもたち、保護者の方に届けたいです。 

・ 面談演習で他の人の受け答えや母役の言い表わし方など、とても現実的で実際に生か

せると思いました。 

・ 参加者の役職を限定した研修はすごく良いなと思います。指導員同士がつながる研修

が増えていくと、半田の福祉がよりつながりある福祉になっていくと思いました。 

 

 

 

 

平成３０年度子ども部会主催 ターゲット別研修① 

「児童発達支援管理者向け研修」 

 

＜概要＞ 

 日 時：平成３０年４月１１日（水）  ９：００～１１：００ 

 場 所：半田市役所 ４階 大会議室 

 講 師：半田市障がい者相談支援センター 小島副センター長ほか  

 

今回の研修の前段では、子育て支援課の職員により、

児童福祉法の改正内容や、平成３０年度報酬改定を大ま

かに確認しました。 

後段では、半田市障がい者相談支援センターの小島副

センター長を講師にお招きし、『本人の思いを「きく」

ということ』と題し研修を行いました。面接のロールプ

レイを実施し、表面上のニーズの背後に存在する相談者

の本当の思いを、いかに「きく」か、リアルな実演から学ぶことができました。年度

の初めに参加者が面接の在り方を振り返る、大変良い機会になったと思います。 

研修の最後には、児童発達支援管理者の視点から、「現場職員の学びに関するグル

ープワーク」を開催しました。 

このグループワークは、半田市内の民間事業所職員を加

えてあらたに発足した子ども部会ワーキンググループの

主導により行いました。 

児童発達支援管理者の視点から出された意見は共通す

るものが多く、異なる事業所でも同じような期待感を持っ

て現場職員を見ていることがよく分かりました。 

ここで出された意見を元に、１２月に開催予定のターゲ

ット別研修③を企画してまいります。 

平成３０年度 

半田市障がい者自立支援協議会 子子どどもも部部会会  
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